
令和６年度龍ケ崎市スポーツ推進計画審議会 
 

 

日時：令和６年６月２７日（木） 

                     午後２時から 

場所：龍ケ崎市役所５階全員協議会室 

 

 

次  第 

 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議 事 

 (1) 龍ケ崎市第３次スポーツ推進計画の進捗管理について 

 (2) その他 

  

４ 閉 会 



 

龍ケ崎市第３次スポーツ推進計画 

（令和 5 年度～令和 9 年度） 

 

 

令和５年度進捗管理シート 

令和６年度事業計画 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 6 月 

スポーツ推進課 

 



第３次スポーツ推進計画 事業一覧・目次 

事業名 ページ№ 

政策１ スポーツ・運動を通じた生きがい・健康づくり  

施策１ 誰もが気軽に健康づくりやスポーツ・運動に親しめる機会・場の充実                           P.１ 

事業 No. 事業名 担当課  

1-1-1 ウォーキングの普及・促進 
健康増進課／スポーツ推

進課 

P.２ 

1-1-2 スポーツ教室等の充実 スポーツ推進課 P.３ 

1-1-3 スポーツ大会・イベントの充実 スポーツ推進課 P.４ 

施策２ 子どものスポーツ・運動の機会の充実 P.５ 

事業 No. 事業名 担当課  

1-2-4 スポーツ協会やスポーツ少年団等との連携 スポーツ推進課 P.６ 

1-2-5 
運動部活動の地域連携・地域移行に向けての検討・外

部指導者の活用 

指導課／文化・生涯学習

課／スポーツ推進課 

P.７ 

施策３ 地域におけるスポーツ・運動の機会の充実 P.８ 

事業 No. 事業名 担当課  

1-3-6 身近な場所でのスポーツ・運動の充実 
健康増進課／スポーツ推

進課 

P.９ 

1-3-7 ニュースポーツの推進 スポーツ推進課 P.10 

1-3-8 スポーツ推進委員の活動促進 スポーツ推進課 P.11 

政策２ 競技スポーツの推進  

施策１ スポーツ団体活動の活性化 P.12 

事業 No. 事業名 担当課  

2-1-9 スポーツ協会活動の活性化・支援 スポーツ推進課 P.13 

2-1-10 スポーツ少年団活動の活性化・支援 スポーツ推進課 P.14 

2-1-11 総合型地域スポーツクラブの運営・活動への支援 スポーツ推進課 P.15 

施策２ スポーツ指導者やアスリートの育成 P.16 

事業 No. 事業名 担当課  

2-2-12 
スポーツ指導者の養成・資質向上とアスリートの競技力

向上 
スポーツ推進課 

P.17 

2-2-13 国際・全国大会の出場者に対する支援・応援 スポーツ推進課 P.18 

施策３ 流通経済大学との連携 P.19 

事業 No. 事業名 担当課  

2-3-14 流通経済大学運動部の活動支援 
スポーツ推進課／まちの

魅力創造課 
P.20 



2-3-15 流通経済大学の人材・ノウハウを生かした連携 
スポーツ推進課／まちの魅力

創造課／指導課 
P.21 

2-3-16 流通経済大学運動部との交流・応援促進 
スポーツ推進課／まちの

魅力創造課 
P.22 

政策３ スポーツによるにぎわいづくり  

施策１ 本市にゆかりのあるスポーツ選手等との連携による魅力発信 P.23 

事業 No. 事業名 担当課  

3-1-17 
スポーツイベント等におけるオリンピアン・トップアスリー

トとの交流・連携 

スポーツ推進課／秘書広

聴課 

P.24 

施策２ 競技スポーツ公式戦開催等による交流の促進 P.25 

事業 No. 事業名 担当課  

3-2-18 
市内外から多くの人が参加できるスポーツ大会等の開

催 
スポーツ推進課 

P.26 

3-2-19 競技スポーツ大会の開催促進 スポーツ推進課 P.27 

施策３ スポーツを基軸とした産学官の連携 P.28 

事業 No. 事業名 担当課  

3-3-20 スポーツツーリズムの推進 
スポーツ推進課／まちの

魅力創造課 

P.29 

3-3-21 プロスポーツ等を利用した交流人口の増加 
スポーツ推進課／まちの

魅力創造課 

P.30 

政策４ スポーツ環境の充実  

施策１ スポーツ施設の充実・有効活用 P.31 

事業 No. 事業名 担当課  

4-1-22 スポーツ施設の機能・設備の充実 スポーツ推進課 P.32 

4-1-23 利用しやすい施設運営とサービスの充実 スポーツ推進課 P.33 

4-1-24 学校体育施設の開放事業の促進 スポーツ推進課 P.34 

施策２ スポーツを通じた共生社会の推進 P.35 

事業 No. 事業名 担当課  

4-2-25 障がい者スポーツの推進・環境整備 
スポーツ推進課／福祉総

務課／障がい福祉課 

P.36 

4-2-26 女性のスポーツ実施率の向上 スポーツ推進課 P.37 

施策２ スポーツに関する情報提供の充実 P.38 

事業 No. 事業名 担当課  

4-3-27 スポーツ施設・教室・大会等に関する情報提供の充実 スポーツ推進課 P.39 

4-3-28 スポーツ団体に関する情報提供の促進 スポーツ推進課 P.40 

 



主な事業

1-1-1 ウォーキングの普及・促進

1-1-2 スポーツ教室等の充実

1-1-3 スポーツ大会・イベントの充実

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策１

政策１ スポーツ・運動を通じた生きがい・健康づくり

施策１ 誰もが気軽に健康づくりやスポーツ・運動に親しめる機会・場の充実

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

★
健康マイレージ登録者数
【健康増進課】

人 1,822
（令和元年度）

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 104 0 0 0 0

3,100 3,400 3,700 4,000 4,300

実績 3,222

目標 ― ― ― 52 52

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

実績 ― ― ―
％

47.7
（令和３年度）
まちづくり市民

アンケート

0 0

目標

#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

健康マイレージの登録者数は年々増加しており、順調な伸びを見せている。各種スポーツ教室も市民に身近なコミュ
ニティセンターを活用することで参加しやすく、ストレッチ講座等は適度な運動をしたい層に人気の教室となってい
る。少子化が進む中、市民スポーツ・レクリエーションまつりやキッズデュアスロン大会等、子どもをメインターゲットと
してきたイベントにどのように参加者を呼び込むのか、工夫が必要である。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値 ☆

体を動かし、スポーツ等に親しむ機
会・施設への満足度

実績

1



　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策１

事業No. 1-1-1 事業名 ウォーキングの普及・促進 担当課 健康増進課／スポーツ推進課

事業内容 
ウォーキングに係る講座やイベントを継続的に実施するとともに、ウォーキングコースの
周知や運動の習慣化に向けた動機付けを行う取組を支援するなどウォーキングの普及
に努めます。

予算額
※千円

決算額
※千円

556
→907

738

令和５年度
計画

【健康増進課】
（1）流通経済大学と連携した健康ウォーキング講座を開催（年2回）
（2）てくてくロードについて市公式広報媒体でコースの紹介及び完歩賞等の周知等を行う。利用者が安心安全に
ウォーキングを行えるようにコースの整備等を行う。
（3）健康マイレージ事業についてPR活動を行い、登録者の増加に努める。

【スポーツ推進課】
総合型地域スポーツクラブ（NPO法人クラブ・ドラゴンズ）の交付金事業としてポールを使ったウォーキング教室を各
コミセンと連携して実施する。
指定管理者事業としてウォーキングタイムを実施する。

令和５年度
実施内容

【健康増進課】
（１）７月（全３回）及び１１月（全４回）の健康ウォーキング講座を開催した。
（2）てくてくロードについて市公式サイト等を通じてコースの紹介及び完歩賞等の周知等を行った。
（3）保健センターでの各種検診時やスポーツレクレーションまつり等での健康マイレージ事業の周知を行った。

【スポーツ推進課】
（１）総合型地域スポーツクラブ（NPO法人クラブ・ドラゴンズ）の交付金事業
　　 ウォーキング講座を開催（全36回／延べ参加者数：211人）
（２）指定管理者事業
　　 ウォーキングタイムを開催（金曜：10時～12時　実施回数：14回／延べ78人）

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

□　順調
□　概ね順調
□　遅れている
■　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

【健康増進課】
健康マイレージの登録者数は年々増加しており、令和5年度についても、目標値を達成することが出来た。ウォーキ
ングは誰でも手軽に始めることができ、健康効果が高いことから、今後も、運動習慣の定着に向けて健康ウォーキン
グの普及啓発に努めていく。

【スポーツ推進課】
ウォーキング講座とウォーキングタイムについては総合型地域スポーツクラブが実施しているが、類似の事業のた
め、令和６年度から一本化を行う。

令和６年度
計画

【健康増進課】
（1）流通経済大学と連携した健康ウォーキング講座を開催
（2）てくてくロードについてホームページや広報紙等を通じてコースの紹介及び完歩賞等の周知等を行う。
（3）健康マイレージ事業についてPR活動を行い、登録者の増加に努める。

【スポーツ推進課】
（１）指定管理者事業　 ウォーキングタイムを開催（15回程度）予算額

※千円 351

令和9年

☆
健康マイレージ登録者数
【健康増進課】

人 1,822
（令和元年度）

目標 3,100 3,400 3,700 4,000 4,300

実績 3,222

％ ― 達成度 104 0 0 0 0

2



#VALUE! #VALUE! #VALUE! 0 0

― ― ―

― ― ― 52 52

☆
体を動かし、スポーツ等に親しむ機
会・施設への満足度

％
47.7

（令和３年度）
まちづくり市民

アンケート

目標

実績

％ ― 達成度

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策１

事業No. 1-1-2 事業名 スポーツ教室等の充実 担当課 スポーツ推進課

令和7年 令和8年

事業内容 
総合型地域スポーツクラブと連携したスポーツ教室やイベントの開催、指定管理者が有
するノウハウを生かしたスポーツ教室の充実など、子どもから高齢者まで幅広い年代の
ニーズに対応しながら、市民の体力・健康づくりを支援します。

予算額
※千円

決算額
※千円

2,987 2,886

令和9年単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年

□　順調
□　概ね順調
□　遅れている
■　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

今後も運動の習慣化に向けた動機づけ等を図るため、幅広い年代の健康づくり推進につながる持続可能な運動種
目のニーズ把握に努めていく。
総合型地域スポーツクラブと連携した事業の地域スポーツ事業のうち、ウォーキング講座とサイクリング教室の見直
しを行う。

令和６年度
計画

（１）総合型地域スポーツクラブと連携したスポーツ教室やイベントの開催
　・地域スポーツ推進事業
　　ストレッチ講座
　・ニュースポーツ推進事業
　・アクアスロン（デュアスロン）大会
（２）指定管理者と連携し、中学生向けのスポーツ教室や、幅広い年代向けのスポーツ・運動の習慣化に向けた動機
付け等、多様なニーズに合わせた教室を実施する。
（３）市広報紙「りゅうほー」へスポーツ教室の募集記事を掲載するなど、市民へ広く周知し参加者の増加を図る。予算額

※千円 2,714

令和５年度
計画

（１）総合型地域スポーツクラブと連携したスポーツ教室やイベントの開催
　・地域スポーツ推進事業
　　ウォーキング講座
　　内容：ポールスティックを使用し、正しい姿勢でのウォーキングの習得
　　HOGUストレッチ
　　内容：ヨガ、ストレッチ等を通して心と身体をほぐし、身体の不調等にアプローチをする。
　　サイクリング教室
　　内容：ロードバイクの初心者から経験者まで幅広く仲間と走れる拠点を作る。
　・ニュースポーツ推進事業
　　内容：「スナッグゴルフ」「まいりゅうコロコロ」等、ルールがわかりやすく簡単で気軽に楽しめるニュースポーツの推
進
　・アクアスロン大会（デュアスロン大会）
　　内容：ジュニア世代を対象に、「スイム・ラン」または「バイク・ラン」の2種目による大会の開催運営
（２）指定管理者と連携し、幅広い年代がスポーツ・運動の習慣化に向けた動機付け等、多様なニーズに合わせた教
室を実施する。
（３）市広報紙「りゅうほー」へスポーツ教室の募集記事を掲載するなど、市民へ広く周知し参加者の増加を図る。

令和５年度
実施内容

（１）総合型地域スポーツクラブ（NPO法人クラブ・ドラゴンズ）と連携したスポーツ教室やイベントの開催
　 ・地域スポーツ推進事業（成人の健康増進や運動の習慣化に向けたきっかけづくりを目的として様々な教室を開
催）
     ・ストレッチ講座（2講座） 72回 延727名　/　ウォーキング講座 36回 延211名
　　 ・サイクリング教室 3回　延19名
 　・ニュースポーツ推進事業
   　・タグラグビー、バッゴー、ラダーゲッター、ソフトバレー、フラバール等　20回/延べ211名
　 ・キッズデュアスロン大会（小学生対象）　42名
（２）指定管理者による講座の中でも高齢者の介護予防のための「踏み台体操」（1回30分／40回／延べ160名）や、
定額料金で色々な教室が受け放題の「うけほ」は、参加者の多様なニーズに合致し好評を博している。
（３）市広報紙「りゅうほー」へスポーツ教室の募集記事を掲載し、参加者の増加を図った。

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名

3



　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策１

事業No. 1-1-3 事業名 スポーツ大会・イベントの充実 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
市民スポーツフェスティバルや市民スポーツ・レクリエーションまつりをはじめ誰もが気
軽に楽しめる各種スポーツ大会・イベントを開催し、様々なスポーツに親しむ機会を提
供します。

予算額
※千円

決算額
※千円

2,015→2,040
（流充用の為）

2,020

令和５年度
計画

（１）市民スポーツ・レクリエーションまつりの開催
（２）市民スポーツフェスティバルの開催
（３）県民駅伝

令和５年度
実施内容

（１）市民スポーツ・レクリエーションまつり
　10月7日（土）開催　参加者数：延べ2,000人
（２）市民スポーツフェスティバル
　9月～12月開催　団体数：16団体　参加者数：3,461人
（３）県民駅伝への参加
　12月9日（土）開催　結果：14チーム中13位

進捗状況 事業推進上の課題

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

市民スポーツ・レクリエーションまつりは、新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことにより、４年ぶりに開催
された。延べ約2,000人の参加者が訪れたが、チラシやスクリレ、市公式SNS等の広報に工夫を加え、さらに多くの参
加者を募っていく。
また、競技種目がマンネリ化しているため、新しい種目の追加や運営方法等を改善していく必要がある。

令和６年度
計画

（１）市民スポーツ・レクリエーションまつりの開催
（２）市民スポーツフェスティバルの開催
（３）県民駅伝への参加

予算額
※千円 2,253

4



#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

目標値である「新体力テスト総合評価でＣ以上の児童生徒の割合については、児童生徒ともに目標にとどかず、特
に生徒については、目標を大きく下回っている。部活動は平日２時間、休日３時間の活動、平日と休日に１日ずつ休
養日を設ける等、茨城県部活動の運営方針の基、適切な休養の時間を確保して活動に取り組めるようにしている。
今後も、普段から運動に親しむ態度を育てるとともに、健康な生活を送ることで体力の向上を目指す。
また、中学校部活動の地域移行は、モデルクラブ（野球・サッカー）での実証事業を経て、移行に向けての検証をし
ていく必要がある。
市民スポーツレクリエーションまつりやスポーツ少年団本部交流会については、新型コロナウイルスが５類に移行し
たことにより４年ぶりに開催でき概ね参加者からは好評が得られた。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値

☆
体育の授業以外にスポーツや運動
をしている児童生徒の割合

実績

#VALUE! #VALUE!

目標

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

実績 ― ― ―

％

児童
65.8
生徒
70.6

（令和３年度）
―

目標 ― ― ― ―
児童　68
生徒　71

児童　75
生徒　82

児童　78
生徒　84

児童　78
生徒　84

児童　80
生徒　85

実績
児童　72
生徒　70

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
新体力テスト総合評価でＣ以上の
児童生徒の割合
【指導課】

％

児童
73.5
生徒
80.6

（令和３年度）

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度
児童　96
生徒　85

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

児童　75
生徒　82

主な事業

1-2-4 スポーツ協会やスポーツ少年団等との連携

1-2-5 運動部活動の地域連携・地域移行に向けての検討・外部指導者の活用

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策２

政策１ スポーツ・運動を通じた生きがい・健康づくり

施策2 子どものスポーツ・運動の機会の充実

5



□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

市民スポーツ・レクリエーションまつり、スポーツ少年団本部交流大会は、新型コロナウィルス感染症の影響により4
年ぶりに開催し、団員同士の交流を図ることができた。交流大会は競技も一新し、参加した団員には概ね好評だっ
た。今後は参加者数を増やすことが課題である。
引き続き団体の活動が継続・活性化できるよう多角的な支援をしていく必要がある。

令和６年度
計画

（１）市民スポーツ・レクリエーションまつりの開催
（２）スポーツ少年団本部交流大会の開催
（３）スポーツ少年団加盟団への大会出場時バス助成金交付
（４）スポーツ少年団加盟団への学校施設夜間開放使用料の免除
（５）スポーツ少年団加盟団へのスポーツ施設使用料の減免予算額

※千円 2,350

令和５年度
計画

（１）市民スポーツ・レクリエーションまつりの実施
（２）スポーツ少年団本部交流大会の開催
（３）スポーツ少年団加盟団への大会出場時バス助成金交付
（４）スポーツ少年団加盟団への学校施設夜間開放使用料の免除
（５）スポーツ少年団加盟団へのスポーツ施設使用料の減免

令和５年度
実施内容

（１）市民スポーツ・レクリエーションまつり
　10月7日（土）開催　参加人数：延べ2,000人
（２）スポーツ少年団本部交流大会
　2月4日（日）開催　種目：スポーツ鬼ごっこ　参加人数：102人
（３）大会出場時バス助成金交付
　団体数：11団体
（４）学校施設夜間開放使用料の免除
　団体数：17団体
（５）スポーツ施設使用料の減免
　大会時　団体数：８団体　大会数：20大会
　練習時　団体数：２団体

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 

スポーツ少年団同士の交流活動を支援するとともに、スポーツ協会等によるイベントの
開催や指定管理者等が実施するスポーツ教室など、子どもが気軽にスポーツに親しめ
る機会を充実します。また、スポーツ団体の継続的活動を支援することで子どものス
ポーツ・運動の場を確保します。

予算額
※千円

決算額
※千円

900
→2,350

2,111

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策２

事業No. 1-2-4 事業名 スポーツ協会やスポーツ少年団等との連携 担当課 スポーツ推進課

6



□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

【指導課】
・部活動指導員を市内全校に配置する予定だが、募集しても応募がなく、採用にいたらないことが課題である。
・部活動指導の時間が週６時間以内となっているため、十分な指導時間が確保できていないのが実情である。

【文化・生涯学習課】
令和6年度にモデルクラブでの実証事業、指導者の確保や運営、学校間連携、教職員の働き方改革、保護者の送迎
による安全確保の検証を行う。また、スポーツ関係団体等の各代表者による協議会を立ち上げ、様々な立場からの
意見等を貰いながら市としての地域移行の方向性を定める。

【スポーツ推進課】
今後も指導者のニーズに応じた講習会を開催し、参加者の増加を図るとともに、スポーツ指導の知識と技術の向上
を図っていく。
また、要望のあった各中学校運動部に6名の指導者を派遣したが、現役世代の指導者は、仕事の都合により部活動
に出向くことが難しい場合もあった。今後も学校と指導者とのスケジュール調整を密にし、指導日数の増加を図って
いく。

令和６年度
計画

【指導課】
部活動指導員を配置することで、部活動の複数顧問体制の整備を推進する。
　・中学校４校における部活動指導員を1人ずつ配置し、部活動指導（週6時間以内）を実施
　　※長山中学校（吹奏楽部）、城西中学校（柔道部）、城ノ内中学校（陸上部）、龍ケ崎中学校（バレー部）
　・専門的な知見と経験を踏まえた指導を実施することにより、生徒のニーズに応えられる環境を整備
　・部活動地域移行を見据えた、部活動指導員1人体制での指導を実施

【文化・生涯学習課】
庁内関係課による検討会議開催、モデルクラブ(野球・サッカー)での実証事業の実施、外部のスポーツ関係団体の
代表者による協議会の開催(年間3～4回程度)、令和7年度以降の地域移行について(予算の確保)。

【スポーツ推進課】
・スポーツ団体が行うスポーツ指導者講習会の開催を支援する。
・各中学校運動部にアンケートを実施し、派遣要望のあった中学校にスポーツ指導者バンクに登録のある指導者の
派遣を行う。

予算額
※千円 7,390

令和５年度
計画

【指導課】
部活動指導員の確保のため、募集を行う。各校へ部活動顧問を配置することで、部活動の複数顧問体制の整備を
推進する。

【文化・生涯学習課】
（1）令和５年 ６月   部活動地域移行検討会議実施
（2）令和５年 ９月   部活動地域移行検討会議実施
（3）令和５年11月   令和６年度分予算計上
（4）令和６年 ３月   令和６年度～令和７年度分の方向性を示した報告書作成

【スポーツ推進課】
各中学校運動部にアンケートを実施し、派遣要望のあった中学校にスポーツ指導者バンクに登録のある指導者の派
遣を行う。また、スポーツ指導者バンクの充実を図る。

令和５年度
実施内容

【指導課】
・中学校４校に部活動指導員を1人ずつ配置し、部活動指導（週6時間以内）を実施
　　※長山中学校（吹奏楽部）、城西中学校（柔道部）、城ノ内中学校（陸上部）、龍ケ崎中学校（バレー部）
・市教育委員会による部活動指導員への研修を９月に実施

【文化・生涯学習課】
庁内の関係課による検討会議を立ち上げ、令和7年度末までの休日の部活動の完全地域移行に向けて検討を行っ
た。先進地視察、保護者(生徒)、教員、スポーツ少年団等へのアンケート実施、学校長会等との意見交換等を経て
令和7年度までの推進計画案を作成し、令和6年度にモデルクラブによる実証事業及びスポーツ関係団体等の各代
表者による検討委員会等を立ち上げることとなった。

【スポーツ推進課】
・スポーツ指導者講習会（8/26）　参加者２８名
・スポーツ指導者派遣事業（市スポーツ協会事業）
　派遣実績：４中学校　４競技　指導者6名
　龍ケ崎中学校：軟式野球・ソフトテニス／城西中学校：卓球／長山中学校：卓球／
　城ノ内中学校：バレーボール・卓球

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

事業内容 
国や県のガイドライン等を踏まえ、休日の運動部活動の段階的な地域連携・地域移行
に取り組みます。また、外部指導者の活用やスポーツ団体が行うスポーツ指導者の講
習会開催を支援します

予算額
※千円

決算額
※千円

1,000 728

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策２

事業No. 1-2-5 事業名 運動部活動の地域連携・地域移行に向けての検討・外部指導者の活用 担当課 指導課／文化・生涯学習課／スポーツ推進課

令和9年

☆
体育の授業以外にスポーツや運動
をしている児童生徒の割合

％

児童
65.8
生徒
70.6

（令和３年度）

目標 ― ― ― ―
児童　68
生徒　71

実績 ― ― ― ―

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!
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#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

■　順調
□　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

まいんやスポーツ施設を利用した講座、まいりゅうコロコロを中心としたコミュニティセンターでのニュースポーツ体験
は、天候に左右されずに行えることから好評である。今後も身近な場所で気軽に参加できる健康づくりの取組を促進
していく。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値 ☆

１回30分以上の運動を週２回以上
実施し、１年以上継続している人の
割合

実績

#VALUE! #VALUE!

目標

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

実績 ― ― ―

％

【20～64 歳】

男性：21.3
女性：18.1
【65歳以上】

男性：41.5
女性：34.5

（令和３年度）
市民意識調査

目標 ― ― ―

【20～64歳】
男性：30％
女性：25％

【65歳以上】
男性：50％
女性：45％

【20～64歳】
男性：30％
女性：25％

【65歳以上】
男性：50％
女性：45％

― ― ― 70
（国の目標値）

実績 ― ― ― ―

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
週１回以上のスポーツや運動をし
ている16歳以上の市民の割合

％
51.9

（令和３年度）
市民意識調査

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

―

主な事業

1-3-6 身近な場所でのスポーツ・運動の充実

1-3-7 ニュースポーツの推進

1-3-8 スポーツ推進委員の活動促進

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策３

政策１ スポーツ・運動を通じた生きがい・健康づくり

施策３ 地域におけるスポーツ・運動の機会の充実
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■　順調
□　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

【健康増進課】
まいん健康サポートセンター及びスポーツ施設の講座は人気が高く、抽選を行っていることから、公平性を保ちなが
ら事業を実施していく。

【スポーツ推進課】
「まいりゅうコロコロ」は大会を開く地区も出てきており、地域のスポーツとして馴染み始めている。引き続き体験教室
を各コミセンと共催しながら、未実施のコミセンに向けても、体験してもらう機会を設けてもらえるよう呼びかけていく。

令和６年度
計画

【健康増進課】
（１）まいん健康サポートセンターにおいて、毎月延べ４０種目の単発講座や、コース型の講座を開催する。
（２）市内スポーツ施設において、休館日にトレーニング室を利用して、午前と午後に全８回の運動講座を開催する。

【スポーツ推進課】
スポーツ推進委員による「まいりゅうコロコロ」体験教室を各コミュニティセンターで実施し、身近な場所で天候に左右
されずに行える地域スポーツを推進する。予算額

※千円 7,948

令和５年度
計画

【健康増進課】
（1）まいん健康サポートセンターを拠点とする介護予防講座を通年で開催し、気軽に参加できる健康づくりの場を提
供する。
（2）市内スポーツ施設の休館日を利用し、運動機能維持・介護予防等に効果的とされる運動プログラムを開催する。

【スポーツ推進課】
スポーツ推進委員による「まいりゅうコロコロ」体験教室を各コミュニティセンターで実施し、身近な場所で天候に左右
されずに行える地域スポーツを推進する。

令和５年度
実施内容

【健康増進課】
（１）まいん健康サポートセンターにおいて、毎月延べ４０種目の単発講座や、コース型の講座を開催した。
（２）ルネサンス竜ヶ崎ニュータウン店において、休館日にトレーニング室を利用して、午前と午後に全８回の運動講
座を開催した。

【スポーツ推進課】
まいりゅうコロコロ体験教室（各コミセン・総合福祉センター・市民交流プラザ）　19回開催　参加者：252人

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 

コミュニティセンターやまいん健康サポートセンターを拠点としたスポーツイベントや高齢
者向けの体操教室などを継続的に実施し、身近な場所で気軽に参加できる健康づくり
や居場所づくりに向けた取組を促進します。
また、ＩＴ等を活用してスポーツに取り組む機会の充実を図ります。

予算額
※千円

決算額
※千円

8,230 8,078

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策３

事業No. 1-3-6 事業名 身近な場所でのスポーツ・運動の充実 担当課 健康増進課／スポーツ推進課
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■　順調
□　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

まいりゅうコロコロは、コミセンでの体験教室をきっかけに地区の長寿会で好評を博し、大会を開く地区も出てきた。今
後もコミセンとの共催により、地域に根差したニュースポーツの輪を広げていく。
また、ニュースポーツ体験会も場所をコミセンや体育館に固定することなく、依頼者の元へ出張する形での開催として
いく。

令和６年度
計画

スポーツ推進委員やレクリエーション協会と連携して、ニュースポーツ体験教室の実施等、ニュースポーツの普及に
努める。
（１）コミュニティセンター等での龍ケ崎発のニュースポーツ「まいりゅうコロコロ」の普及
（２）まいりゅうコロコロ大会の開催
（３）まいんや学校等へのニュースポーツ体験事業の実施
（４）各種ニュースポーツ大会の開催予算額

※千円 759

令和５年度
計画

スポーツ推進委員やレクリエーション協会と連携して、ニュースポーツ体験教室の実施等、ニュースポーツの普及に
努める。
（１）コミュニティセンターでの龍ケ崎発のニュースポーツ「まいりゅうコロコロ」の普及
（２）まいりゅうコロコロ大会の実施
（３）県南スポーツ推進委員協議会地区別研修会での「まいりゅうコロコロ」実施による近隣地域への普及促進
（４）各種ニュースポーツ大会の開催

令和５年度
実施内容

（１）「まいりゅうコロコロ」体験教室
　各コミセン・総合福祉センター・市民交流プラザ　合計：19回開催　参加者：252人
（２）第２回まいりゅうコロコロ大会
　11月26日（日）開催　参加者：60人
（３）県南スポーツ推進委員協議会地区別研修会「まいりゅうコロコロ」
　2月25日（日）開催　参加者：100人
（４）各種ニュースポーツ大会の開催（レクリエーション協会加盟団体）
　3団体（バウンドテニス・インディアカ・ソフトバレーボール）開催。　参加人数計：421人

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 
スポーツ推進委員やレクリエーション協会と連携を図りながら、身近な場所で誰でも気
軽に楽しめる市独自のニュースポーツ「まいりゅうコロコロ」を中心に、ニュースポーツの
普及を図ります。

予算額
※千円

決算額
※千円

887
→1,085

798

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策３

事業No. 1-3-7 事業名 ニュースポーツの推進 担当課 スポーツ推進課
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■　順調
□　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

現役世代のスポーツ推進委員が研修会に参加するには、仕事や家庭との調整が必要であり、参加できる機会が少
ないのが課題である。

令和６年度
計画

（１）関東スポーツ推進委員研究大会（千葉大会）へのスポーツ推進委員の派遣
（２）県南スポーツ推進委員協議会地区別研修会へのスポーツ推進委員の派遣
（３）県スポーツ推進委員協議会研修会へのスポーツ推進委員の派遣
（４）コミュニティセンターとの共催による「まいりゅうコロコロ」体験教室の開催
（５）出前講座等推進委員の派遣によるニュースポーツの普及促進予算額

※千円 745

令和５年度
計画

（１）関東スポーツ推進委員研究大会（群馬大会）へのスポーツ推進委員の派遣
（２）県南スポーツ推進委員協議会地区別研修会の実施
（３）龍ケ崎発のニュースポーツ「まいりゅうコロコロ」及びニュースポーツの研究
（４）コミュニティセンターとの共催による「まいりゅうコロコロ」体験教室の実施
（５）出前講座等推進委員の派遣によるニュースポーツの普及促進

令和５年度
実施内容

（１）関東スポーツ推進委員研究大会（群馬大会）　6月9日（前橋市）　スポーツ推進委員6人が参加した。
（２）県南スポーツ推進委員協議会地区別研修会は、当市のスポーツ推進委員16人が講師となり、「まいりゅうコロコ
ロ」を実施し、県南地区のスポーツ推進委員100人を対象とした研修を行った。
（３）龍ケ崎発のニュースポーツ「まいりゅうコロコロ」は、大会前の協議会でルールを再検討。県南スポーツ推進委員
地区別研修会でもアンケートを実施し、他市のスポーツ推進委員から意見を頂き、競技の更なる改良の材料とした。
（４）コミュニティセンターとの共催による「まいりゅうコロコロ」体験教室は、5月～2月の間に17回開催。参加者数：209
人。スポーツ推進委員延べ45人を派遣。
（５）出前講座等推進委員の派遣
　ニュースポーツ体験会（龍ケ崎養護教諭会・市子ども会育成連合会・まいん）　計3回。参加者数：51人。スポーツ推
進委員9人を派遣。
　まいりゅうコロコロ体験会（総合福祉センター・市民交流プラザ・まつばっこ祭・馴馬台小６年親子ふれあい・フレッ
シュリーグ地域交流事業）　計5回。参加者数：307人。スポーツ推進委員延べ25人を派遣。
（６）県スポーツ推進委員協議会研修会　2月17日（常総市）　スポーツ推進委員4人を派遣。

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 
市民の多様なスポーツニーズに対応するため、研修会への参加やニュースポーツの研
究など知識や技術の習得を促進するとともに、コーディネーターとして地域における
ニュースポーツの普及など市民のスポーツ活動を支援します。

予算額
※千円

決算額
※千円

537
→1,061

607

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策１　施策３

事業No. 1-3-8 事業名 スポーツ推進委員の活動促進 担当課 スポーツ推進課
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主な事業

2-1- 9 スポーツ協会活動の活性化・支援

2-1-10 スポーツ少年団活動の活性化・支援

2-1-11 総合型地域スポーツクラブの運営・活動への支援

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策１

政策２ 競技スポーツの推進

施策１ スポーツ団体活動の活性化

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
スポーツクラブ等に加入している16
歳以上の市民の割合

％
11.3

（令和３年度）
市民意識調査

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

― ― ― ― 13

実績 ― ― ― ―

―

目標 ― ― ― ― 30

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

実績 ― ― ―
％

26.8
（令和３年度）
市民意識調査

#VALUE! 0

目標

#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

少子化の影響からスポーツ少年団の団員数も減少傾向にあり、団体競技では運営が困難となる団体もある。引き
続き加盟団体の活動が継続・活性化できるよう多角的な支援をしていく必要がある。
また、総合型地域スポーツクラブはスポーツサロン北文間館が活動拠点となったことから、スポーツ教室等が安定し
て開催できるようになった。コミュニティセンターを活用したストレッチ講座等も好評であり、市民の運動習慣のきっか
けとなるよう、継続して事業を開催していく。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値 ☆

総合型地域スポーツクラブの認知
度

実績

12



　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策１

事業No. 2-1-9 事業名 スポーツ協会活動の活性化・支援 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
市民の生涯スポーツの推進に向けてスポーツ協会が主体的に活動を展開できるよう、
スポーツ協会事業や組織体制の強化などを支援します。

予算額
※千円

決算額
※千円

― ―

令和５年度
計画

他市町村へのアンケート調査実施項目の検討
・調査項目を検討し、他市町村へアンケート調査を行う。

令和５年度
実施内容

県南地区の市町村に対し、スポーツ協会活性化支援のための法人化についてアンケート調査を行った。

進捗状況 事業推進上の課題

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

県南地区でスポーツ協会を法人化している市町村は２市で、法人化を検討している市町村も１市のみの結果であっ
た。今後も他市町村スポーツ協会の運営形態や財源等を確認しながら、スポーツ協会事務局機能の強化について
検討していく。

令和６年度
計画

組織体制強化について、他市町村スポーツ協会へアンケートを実施する際の調査項目等を検討する。

予算額
※千円

―

13



　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策１

事業No. 2-1-10 事業名 スポーツ少年団活動の活性化・支援 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
スポーツ少年団の団員募集や指導者育成の支援、活動拠点の確保などスポーツ少年
団活動の継続・活性化に向けた取組を支援します。

予算額
※千円

決算額
※千円

1,330 1,107

令和５年度
計画

（１）市公式ホームページやスクリレを利用したスポーツ少年団の団員募集の支援
（２）スポーツ少年団指導者功労者表彰の実施
（３）スポーツ少年団加盟団への学校施設夜間開放使用料の免除
（４）スポーツ少年団加盟団へのスポーツ施設使用料の一部減免

令和５年度
実施内容

（１）スクリレによる団員募集チラシ配信
　　２回実施（9月上旬・9月下旬）
　　市公式ホームページ上での団員募集ページの掲載
（２）スポーツ少年団指導者功労者表彰式
　　2月4日　スポーツ少年団本部交流大会にて実施。
（３）学校施設夜間開放使用料免除
　　団体数：17団体
（４）スポーツ施設使用料の一部減免
　　大会時　団体数：８団体　大会数：20大会
　　練習時　団体数：２団体
（５）スポーツ少年団加盟団への大会出場時バス助成金交付
　　団体数：11団体

進捗状況 事業推進上の課題

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

少子化が進む中、スポーツ少年団の団員数の減少による加盟団の存続の危機も身近な問題となっている。スクリレ
による団員募集チラシの配信を初めて行ったが、保護者しか見ることがなく、子どもの目に届きにくいとの意見もあっ
た。引き続き団体の活動が継続・活性化できるよう多角的な支援をしていく必要がある。

令和６年度
計画

（１）市公式ホームページやスクリレを利用したスポーツ少年団の団員募集の支援
（２）スポーツ少年団指導者功労者表彰の実施
（３）スポーツ少年団加盟団への学校施設夜間開放使用料の免除
（４）スポーツ少年団加盟団へのスポーツ施設使用料の一部減免
（５）スポーツ少年団加盟団への大会出場時バス助成金交付予算額

※千円 1,330
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　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策１

事業No. 2-1-11 事業名 総合型地域スポーツクラブの運営・活動への支援 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
総合型地域スポーツクラブの会員募集や認知度向上を支援するとともに、幅広い年齢
層が活動できるよう事業の拡大と活動拠点の確保を支援するなど、クラブの自立的運
営と質的充実を促進します。

予算額
※千円

決算額
※千円

2,987 2,886

令和５年度
計画

（１）総合型地域スポーツクラブの活動場所の連携協力
（２）総合型地域スポーツクラブ（NPO法人クラブ・ドラゴンズ）の交付金事業
ニュースポーツ推進事業
　・ニュースポーツスクール
地域スポーツ推進事業
　・ウォーキング講座  　/　　HOGUストレッチ　/　サイクリング教室
アクアスロン大会等の開催
　・「スイム・ラン」または「バイク・ラン」の2種目による大会の開催運営
（３）各小中学校へのチラシの配付

令和５年度
実施内容

（１）総合型地域スポーツクラブ（NPO法人クラブ・ドラゴンズ）の活動場所の連携協力
　流通経済大学龍ケ崎フィールドやスポーツサロン北文間館など、活動に係る施設利用について連携協力し、活動
の充実を図った。
（２）総合型地域スポーツクラブ（NPO法人クラブ・ドラゴンズ）の交付金事業
ニュースポーツ推進事業
　・ニュースポーツスクール　20回　延べ211人
地域スポーツ推進事業
　ウォーキング講座　36回　延べ211人　／　サイクリング教室（ロードバイク）　3回　延べ19人
　ストレッチ講座（セカンドステージをイキイキと！）　38回　延べ453人
　ストレッチ講座（アニマルフロー）　34回　延べ271人
キッズデュアスロンフェスティバル（バイク・ラン）
　11月12日（日）開催　42人
（３）各小中学校へのチラシの配付

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

活動拠点（スポーツサロン北文間館）が増えたことにより、スポーツ教室等の開催が容易となった。地域スポーツ推
進事業として人気の高いストレッチ講座を充実させ、市民に身近なコミュニティセンター等を拠点とすることで、市民の
健康増進や高齢者の介護予防など運動習慣のきっかけを作っていく。今後も継続して事業を開催していく。

令和６年度
計画

（１）総合型地域スポーツクラブの活動場所の連携協力
（２）総合型地域スポーツクラブ（NPO法人クラブ・ドラゴンズ）の交付金事業
ニュースポーツ推進事業
　・ニュースポーツスクール
地域スポーツ推進事業
　・ストレッチ講座
アクアスロン大会等の開催
　・「スイム・ラン」または「バイク・ラン」の2種目による大会の開催運営
（３）各小中学校へのチラシの配付予算額

※千円 2,714

令和9年

☆
総合型地域スポーツクラブの認知
度

％
26.8

（令和３年度）
市民意識調査

目標 ― ― ― ― 30

実績 ― ― ― ―

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0
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主な事業

2-2-12 スポーツ指導者の養成・資質向上とアスリートの競技力向上

2-2-13 国際・全国大会の出場者に対する支援・応援

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策２

政策２ 競技スポーツの推進

施策２ スポーツ指導者やアスリートの育成

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
スポーツ指導者向け講習会の参加
者数
【スポーツ推進課】

人 46
（令和４年度）

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 47 0 0 0 0

60 60 60 60 60

実績 28

目標 530 535 540 545 550

％ ― 達成度 75 0 0

実績 397
人 526

（令和元年度）

0 0

目標 54 57 60

0 0

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

指導者の資質向上のためのスポーツ指導者講習会は、参加者からの評価は高いが参加人数に伸び悩みがある。
講習会の内容や募集方法など新たな手法を検討し、引き続き開催していく。
スポーツ大会出場激励金の交付や全国大会出場者への表彰は競技者の意欲向上に役立っており、市民のふるさと
意識の醸成にも貢献している。今後も指導者やアスリートの育成に努めていく。

％ ― 達成度 220 0 0

☆
全国大会以上のスポーツ大会出場
件数（大学生は国際大会以上）
【スポーツ推進課】

件 51
（令和元年度）

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値 ☆

市民参加型スポーツ技術講習会等
の参加者数
【スポーツ推進課】

62 64

実績 119
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　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策２

事業No. 2-2-12 事業名 スポーツ指導者の養成・資質向上とアスリートの競技力向上 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
優秀な指導者等を講師とした指導者やアスリートへの講習会等を開催し、参加者の増
加に努めることで、指導者の養成・資質向上及びアスリートの競技力向上を図ります。

予算額
※千円

決算額
※千円

300 300

令和５年度
計画

（１）スポーツ指導者講習会の開催
（２）各スポーツ競技の普及・振興に尽力されている功労者に対して表彰を行う

令和５年度
実施内容

（１）スポーツ指導者講習会
　　8月26日開催　参加者数：28人
（２）スーパージュニアアスリート育成講習会
　　11月5日開催　参加者数：87人
（３）技術講習会
　　・野球協会「野球教室」
　　11月26日開催　参加者数：310人
（４）各スポーツ競技の普及・振興に尽力されている功労者に対して表彰を行う
　　・市スポーツ協会功労者表彰
　　　被表彰者：功労者（3名）

進捗状況 事業推進上の課題

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

実績

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

スポーツ指導者講習会については、参加者が低調だったことから、講習会の内容や周知方法を検討していく。
技術講習会については、競技団体に要請し、講習会を実施する競技の増加に努め、参加者数の増加を図っていく。
また、スポーツ競技の普及に尽力されている方への表彰については、引き続き行っていく。

令和６年度
計画

（１）スポーツ指導者講習会の開催
（２）技術講習会の開催
（３）各スポーツ競技の普及・振興に尽力されている功労者への表彰

予算額
※千円 550

28

60 60 60 60 60

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値
％ ― 達成度 47 0 0 0 0

令和9年

☆
スポーツ指導者向け講習会の参加
者数
【スポーツ推進課】

人 46
（令和４年度）

目標

550

☆
市民参加型スポーツ技術講習会等
の参加者数
【スポーツ推進課】

人 526
（令和元年度）

目標 530 535 540 545

実績 397

％ ― 達成度 75 0 0 0 0

17



％ ― 達成度 220 0 0 0 0

令和9年

☆
全国大会以上のスポーツ大会出場
件数（大学生は国際大会以上）
【スポーツ推進課】

件 51
（令和元年度）

目標 54 57 60 62 64

実績 119

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策２

事業No. 2-2-13 事業名 国際・全国大会の出場者に対する支援・応援 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
国際大会や全国大会に出場する個人や団体などを支援・応援することで、トップアス
リートの活躍を促進するとともに、市民のふるさと意識の醸成につなげます。

予算額
※千円

決算額
※千円

1,450→1,900
（流充用の為）

1,840

令和５年度
計画

（１）スポーツ大会出場激励金の交付
　国際大会や全国大会に出場する個人や団体に対し、激励金を交付することでトップアスリートの活動を金銭面から
支援する。また、全国大会等へ出場する選手の報告や結果を広報紙「りゅうほー」へ掲載し、選手の応援及び市民の
ふるさと意識の醸成を図る。
（２）全国大会等出場者への表彰
　市スポーツ協会の自主事業として全国大会等へ出場した小学生から成人までを対象とした表彰を行う。

令和５年度
実施内容

（１）スポーツ大会出場激励金の交付
　国際大会や全国大会に出場する個人や団体に対し、激励金の交付を行うとともに、出場する選手について広報紙
へ掲載した。
　　交付件数：119件
（２）全国大会等出場者への表彰
　・市スポーツ協会
　　表彰の実施（全国大会等へ出場した選手や団体など）
　　被表彰者：優秀賞（団体：10団体、個人：101人）

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

□　順調
□　概ね順調
□　遅れている
■　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

全国大会等出場者への表彰については、新型コロナウイルス感染症が５類へ移行したことに伴い、多くの大会が開
催され、対象者も増えることが予想されることから、漏れのないよう情報収集を行っていく。
激励金の交付要件として、市内在住の選手が市外を活動拠点にしている団体で活動している場合の団体要件がな
く、市内を活動拠点にしている団体との申請要件に乖離が生じていることから、整合性を持たせるため内容を精査し
要綱の改正を行う必要がある。

令和６年度
計画

（１）スポーツ大会出場激励金の交付
　国際大会や全国大会に出場する個人や団体に対し、激励金を交付することでトップアスリートの活動を金銭面から
支援する。また、全国大会等へ出場する選手の報告や結果を広報紙「りゅうほー」へ掲載し、選手の応援及び市民の
ふるさと意識の醸成を図る。
（２）全国大会等出場者への表彰
　市スポーツ協会の自主事業として全国大会等へ出場した小学生から成人までを対象とした表彰を行う。予算額

※千円 2,100
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#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

流通経済大学運動部の活動支援として、フィールド・スタジアムを陸上部・サッカー部・野球部等に優先的に貸出し、
総合運動公園での公式戦が33回開催された。
また、応援支援として本市公式SNSでの情報発信や隣接する公園等でのビラ配りを実施。公募によるラグビー部の
応援バスツアーには市民40名が参加した。小中学校においては、大学生による実技指導や体育行事のサポートな
ど流通経済大学との連携が図られている。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値

実績

#DIV/0! #DIV/0!

目標

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

実績

目標

40 40 40 40

実績 33

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆

総合運動公園のスポーツ施設にお
ける流通経済大学運動部公式戦
の開催数
【スポーツ推進課】

試合数 37
（令和元年度）

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 83 0 0 0 0

40

主な事業

2-3-14 流通経済大学運動部の活動支援

2-3-15 流通経済大学の人材・ノウハウを生かした連携

2-3-16 流通経済大学運動部との交流・応援促進

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策３

政策２ 競技スポーツの推進

施策３ 流通経済大学との連携
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□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

【スポーツ推進課】
大学の認知度向上や市民の愛着向上など大学及び市の双方にとってメリットが期待できる事業であることから、今後
も継続して事業を進めていいくとともに、スポーツ施設も優先的に貸出しし、さらなる公式戦の招致に努めていく。

【まちの魅力創造課】
運動部応援バスツアーは、参加者の満足度も高く、継続した開催が望まれている。次年度は、全国大会出場時など
の基準を設けつつ、複数回の開催を検討する。また、新たな関係者との交流機会が生まれる企画を検討する。

令和６年度
計画

【スポーツ推進課】
（１）流通経済大学運動部公式戦に対し市の運動施設を優先貸出
（２）流通経済大学運動部の練習活動に市の運動施設を優先貸出

【まちの魅力創造課】
・龍ケ崎市内開催の公式戦を中心に、試合の情報を市公式SNS等で周知。
・運動部応援バスツアーの実施。予算額

※千円 11

令和５年度
計画

【スポーツ推進課】
（１）流通経済大学運動部公式戦に対し市の運動施設を優先貸出
（２）流通経済大学運動部の練習活動に市の運動施設を優先貸出

【まちの魅力創造課】
より多くの方の関心を高め、応援・サポート活動への参加を促進するため、大学及び各運動部との連携を強め、情報
把握や効果的な周知PRを行う。流通経済大学運動部応援バスツアー等を実施し、市民参加による同大学運動部の
バックアップを行う。各運動部が全国大会等で優秀な成績を収めた場合に、市庁舎へ懸垂幕を設置する。

令和５年度
実施内容

【スポーツ推進課】
総合運動公園における流通経済大学運動部の優先貸出による公式戦は、以下のとおり開催された。
　サッカー：関東大学サッカーリーグ戦・・・5試合　　　関東サッカーリーグ戦（ＫＳＬ）･･･7試合
　ラグビー：関東大学ラグビーリーグ戦・・・1試合
　硬式野球：東京新大学野球連盟春季・春季リーグ戦･･･5試合　東京新大学野球連盟春季・秋季リーグ戦･･･5試合
　陸上競技：流通経済大学陸上競技会･･･10大会

【まちの魅力創造課】
流通経済大学龍ケ崎フィールドやTOKIWAスタジアムで開催された流通経済大学運動部の試合情報を多くの方に
知ってもらうため、本市公式SNSでの情報発信や隣接する公園等でのビラ配りを実施した。また、ラグビー部が加盟
する関東大学リーグ戦の最終戦に、市民公募による応援バスツアーを決行し、40名の市民がラグビー部を応援し
た。

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

事業内容 
市内での公式戦の開催や練習場所の確保などについて大学運動部と調整を図り、市
の運動施設の貸出しや公式戦の情報発信など、各運動部の活動を支援します。

予算額
※千円

決算額
※千円

186 11

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策３

事業No. 2-3-14 事業名 流通経済大学運動部の活動支援 担当課 スポーツ推進課／まちの魅力創造課

令和9年

☆

総合運動公園のスポーツ施設にお
ける流通経済大学運動部公式戦の
開催数
【スポーツ推進課】

試合数 37
（令和元年度）

目標 40 40 40 40 40

実績 33

％ ― 達成度 83 0 0 0 0
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□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

【スポーツ推進課】
今後も継続して、流通経済大学とも連携しながら、地域の特色を活かした様々なスポーツイベントの実施を検討して
いく。

【指導課】
全ての小中学校の授業や体育的行事で流通経済大学の支援を得ている。大学生の献身的な行動に学校側からの
感謝の声も多いのが現状である。準備や後片付け、係活動での児童生徒の負担も軽減され、体育的行事に集中し
て取り組むことができた。今後も流通経済大学生だけでなく、地域人材を生かしながら多様なスポーツを体験する機
会を設け、児童生徒のスポーツ活動を支援していく必要がある。

令和６年度
計画

【スポーツ推進課】
流通経済大学の大学生の協力を得て、スポーツ・レクリエーションまつりやイースタン・リーグ公式戦の開催を促進す
る。

【指導課】
龍・流連携事業に基づき、流通経済大学の大学生の協力を得て、以下の取組を促進する。
（１）小学校の体育の授業において、タグラグビーや器械運動など各種運動種目において、専門性を有する大学生に
　　よる実技指導の機会を設ける。
（２）中学校の体育の授業や部活動、救命救急講習会など、専門性を有する大学生による実技指導の機会を設け
　　る。
（３）小中学校の体育的行事において、大学生によるサポートの機会を設ける。予算額

※千円
－

令和５年度
計画

【スポーツ推進課】
流通経済大学の大学生の協力を得て、スポーツ・レクリエーションまつりやイースタン・リーグ公式戦の開催を促進す
る。

【まちの魅力創造課】
スポーツイベントでの学生派遣などを通じ、小中学生を中心に大学生との交流を図り、大学があるまちならではの交
流事業を展開していく。また、市民が直接的に関りを持つことのできる各種競技イベントや体験教室などの充実を図
り、大学スポーツを身近に感じてもらえる環境の充実を図る。

【指導課】
龍・流連携事業に基づき、流通経済大学の大学生の協力を得て、以下の取組を促進する。
（１）小学校の体育の授業において、タグラグビーや陸上競技、各種球技などの運動種目において、専門性を有する
　　大学生による実技指導の機会を設ける。
（２）中学校の体育の授業や部活動、救命救急講習会など、専門性を有する大学生による実技指導の機会を設け
　　る。
（３）小中学校の体育行事において、大学生によるサポートの機会を設ける。

令和５年度
実施内容

【スポーツ推進課】
　流通経済大学と連携した当市スポーツイベントの開催
　・市民スポーツ・レクリエーションまつり
　　10月7日（土）開催　学生協力者：25人
　・プロ野球イースタン・リーグ公式戦
　　9月3日（日）開催　学生協力者：52人
　・龍ケ崎龍ケ崎リレーマラソン大会
　　2月18日（日）開催　学生協力者：58人

【まちの魅力創造課】
大相撲龍ケ崎場所開催に係る準備及び運営、片付けに、駅伝部をはじめ硬式野球部、サッカー部など総勢100人以
上の学生が協力。当日は、一般ボランティアの方々と一緒に、土俵作りなどの作業にも従事した。

【指導課】
龍・流連携事業に基づき、流通経済大学の大学生の協力を得て、以下の取組を実施した。
（１）小学校の体育の授業において、タグラグビー、マット・跳び箱運動、持久走などの運動種目での実技指導。
（２）中学校の体育の授業において救命講習会での実技指導、総合体育大会での審判員の協力。
（３）小学校10校、中学校５校で体育的行事において審判や準備の補助員として協力。

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 
スポーツイベントの運営に係る協力や児童生徒の体育授業等のサポートなど、大学の
人材・ノウハウを生かし、連携した取組を促進します。

予算額
※千円

決算額
※千円

－ －

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策３

事業No. 2-3-15 事業名 流通経済大学の人材・ノウハウを生かした連携 担当課 スポーツ推進課／まちの魅力創造課／指導課
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□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

運動部応援バスツアーは、参加者の満足度も高く、継続した開催が望まれている。次年度は、全国大会出場時など
の基準を設けつつ、複数回の開催を検討する。また、新たな関係者との交流機会が生まれる企画を検討する。

令和６年度
計画 ・龍ケ崎市内開催の公式戦を中心に、試合の情報を市公式SNS等で周知。

・運動部応援バスツアーの実施。

予算額
※千円 11

令和５年度
計画

龍・流連携事業によるスポーツイベント等の開催支援や運動部応援バスツアー、スポーツイベントでの学生派遣など
を通じ、市民と大学との交流を図り、大学があるまちならではの交流事業を展開していく。流通経済大学運動部の公
式試合日程等を市公式HPやSNSを活用して積極的に情報を発信するとともに、ホームゲームの際はより集客に繋が
るようなPRを大学とともに行っていくことで、スポーツによる連携の機運醸成を図る。

令和５年度
実施内容

流通経済大学龍ケ崎フィールドやTOKIWAスタジアムで開催された流通経済大学運動部の試合情報を多くの方に
知ってもらうため、本市公式SNSでの情報発信や隣接する公園等でのビラ配りを実施した。また、ラグビー部が加盟
する関東大学リーグ戦の最終戦に、市民公募による応援バスツアーを決行し、40人の市民がラグビー部を応援し
た。

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 

市民への流通経済大学運動部の公式戦等の情報提供や市民に関心が高い試合の応
援ツアーを開催するなど市民参加の交流を促進し、運動部の応援・サポートに向けた機
運の醸成を図ります。また、龍・流連携事業によるスポーツイベント等の開催を支援し、
地域のにぎわいの創出を図ります。

予算額
※千円

決算額
※千円

－ －

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策２　施策３

事業No. 2-3-16 事業名 流通経済大学運動部との交流・応援促進 担当課  スポーツ推進課／まちの魅力創造課
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#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

ジュニア期にトップアスリートから指導を受けられることは、子どもたちの競技に対するモチベーションアップに多大な
効果があった。
次代を担う選手育成のためにも引き続きトップアスリート等と連携したイベントの開催を行っていく必要がある。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値

実績

#DIV/0! #DIV/0!

目標

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

実績

目標

2 2 2 2

実績 1

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
トップアスリート等と連携したイベン
ト数
【スポーツ推進課】

件 ―
目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 50 0 0 0 0

2

主な事業

3-1-17 スポーツイベント等におけるオリンピアン・トップアスリートとの交流・連携

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策１

政策３ スポーツによるにぎわいづくり

施策１ 本市にゆかりのあるスポーツ選手等との連携による魅力発信
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□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

【スポーツ推進課】
優れた素質を有するまたはトップレベルを目指している競技者に対し、高度な指導ができるようスポーツ指導講習会
等を定期的に開催するとともに、ジュニア期からトップアスリートを育成していくため、地元出身・地元にゆかりのある
トップアスリートや市内スポーツ団体と連携し養成講座等の実施を検討していく。

【秘書広聴課】
現役スポーツ選手をお招きしたイベントの場合、本人及び所属クラブ（マネージメント事務所）とのスケジュール調整
が必要なため、日程の決定や早期の周知（参加者募集）が難しい。

令和６年度
計画

【スポーツ推進課】
スポーツクライミングの第一人者である、野口啓代氏と楢﨑智亜氏と連携し、「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」推
進事業に着手する。
・基本構想の策定
・キックオフイベントの開催
・オリンピックパリ大会の壮行会・パブリックビューイングの開催

【秘書広聴課】
楢﨑智亜氏などオリンピック出場選手への龍ケ崎ふるさと大使就任依頼及び応援イベントの開催。予算額

※千円 2,422

令和５年度
計画

【スポーツ推進課】
龍ケ崎ふるさと大使である、野口啓代選手と中山雄太選手と連携をし、イベント等の開催を行う。

【秘書広聴課】
（1）中島イシレリ選手によるラグビー教室の開催
　ラグビーワールドカップ2023開催を機に、11月に中島イシレリ選手によるラグビー教室を開催
（2）式秀部屋特集記事・プレゼント企画
　広報紙「りゅうほー」に特集記事を掲載し、小学生を対象としたプレゼント企画（稽古見学・ちゃんこ鍋招待）を実施
（3）龍ケ崎市市制施行70周年記念大相撲龍ケ崎場所の開催
　令和5年8月3日にニューライフアリーナにて開催される大相撲龍ケ崎場所を後援として協力

令和５年度
実施内容

【スポーツ推進課】
龍ケ崎ふるさと大使である、野口啓代氏主催による牛乳石鹸present「AKIYO's SPORTS FES」を開催(12月9日）
ゲストとして、スポーツクライミングでは、楢﨑智亜選手、野口啓代氏、体操では、萱和磨選手、谷川航選手、谷川翔
選手を招き、トップアスリートトークショー、小学生ボルダリング・体操教室を実施した。

【秘書広聴課】
（1）式秀部屋特集記事・プレゼント企画
　広報紙「りゅうほー」7月前半号で6ページ（表紙を含む）の式秀部屋特集を実施。9月に広報紙「りゅうほー」で募集し
た市民を対象に稽古見学＆ちゃんこ試食イベントを実施（定員20名に対し105名の応募）。
（2）龍ケ崎市市制施行70周年記念大相撲龍ケ崎場所の開催
　　8月3日（木）開催　場所：ニューライフアリーナ龍ケ崎　集客数：約3，000人

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

事業内容 
本市にゆかりのあるスポーツ選手やトップアスリート等と連携した取組を推進します。
トップアスリートと触れ合い、スポーツへの関心を高め、ふるさと意識の醸成やまちのに
ぎわい創出につなげます。

予算額
※千円

決算額
※千円

2,427 2,018

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策１

事業No. 3-1-17 事業名 スポーツイベント等におけるオリンピアン・トップアスリートとの交流・連携 担当課 スポーツ推進課／秘書広聴課

令和9年

☆
トップアスリート等と連携したイベン
ト数
【スポーツ推進課】

件 ―
目標 2 2 2 2 2

実績 1

％ ― 達成度 50 0 0 0 0
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主な事業

3-2-18 市内外から多くの人が参加できるスポーツ大会等の開催

3-2-19 競技スポーツ大会の開催促進

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策２

政策３ スポーツによるにぎわいづくり

施策２ 競技スポーツ公式戦開催等による交流の促進

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
市内のスポーツ施設でスポーツ観
戦をしたことがある16歳以上の市
民の割合

％
31.1

（令和３年度）
市民意識調査

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

― ― ― ― 36

実績 ― ― ― ―

目標 350,000 355,000 360,000 370,000 374,000

％ ― 達成度 90 0 0

実績 313,602
人 348,003

（令和元年度）

0 0

目標

#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

総合運動公園のスポーツ施設の延べ利用者数は、目標値には届かないがコロナ禍前（令和元年度）に近い数字に
まで回復が見られた。
龍ケ崎リレーマラソン大会も初開催され、参加者数は想定人数まで及ばなかったものの、親子やチーム参加者の絆
の醸成に一役買っていることがアンケート結果から読み取れた。
トップレベルのスポーツ大会等については、プロ野球BCリーグ公式戦、プロ野球イースタンリーグ公式戦が開催さ
れ、多くの市民に野球観戦の機会を提供することができた。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値 ☆

総合運動公園のスポーツ施設の延
べ利用者数
（利用者数＋観覧者数）
【スポーツ推進課】

実績
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　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策２

事業No. 3-2-18 事業名 市内外から多くの人が参加できるスポーツ大会等の開催 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
関係機関・団体と協議・連携を図りながら市内外から多くの人が参加できるスポーツ大
会の開催を目指します。

予算額
※千円

決算額
※千円

4,136 3,041

令和５年度
計画

（１）令和5年度龍ケ崎リレーマラソン大会開催に向けて、工程表を作成の上、計画的に大会準備を進めていく。
（２）当大会における運営業務委託を締結し、運営委託業務について計画的に進めていく。
（３）龍ケ崎警察署交通課と交通規制に関する協議及び大会当日における出店調整等を計画的に進めていく。
（４）運営委託業者と大会従事者数の設計について協議し、スポーツ団体等に対してボランティアの応援要請を行う。
（５）情報発信（広報・PR活動）：当大会専用HP等を創設するほか、市公式HP、市公式SNS等で情報発信に努め、参
加者の確保に努めていく。

令和５年度
実施内容

計画的に準備作業を行い、2月18日にリレーマラソン大会を開催することができた。
（1）行程表作成（5月末）
（2）運営業務委託契約を締結（11月14日）、随時業者と協議しながら準備作業を行った。
（3）交通規制・公園利用の調整を実施（6月末）、売店等出店者の調整（10月～1月）　＊8店舗出店
（4）大会従事者数を必要最低限で設計を行い、スポーツ団体等のボランティアの協力を得た（95名）。
（5）あらゆる手段での情報発信、企業廻りを行い参加者募集を行った。（11月24日～1月25日）
　＊参加申込者合計514人 ＊親子ラン65組、ジュニアラン51人、リレーマラソンの部51組、招待チーム4組

進捗状況 事業推進上の課題

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

第1回大会については、親子ラン（小学1～3年生）、ジュニアラン（小学4～6年生までの個人種目）、リレーマラソンの
部（中学生以上）で開催したが、第2回大会以降については、運営主体を市から龍ケ崎市スポーツ協会に移管し、大
会内容の見直しも行いながらブラッシュアップしていけるよう努めていく。

令和６年度
計画

リレーマラソン大会開催に向けて計画的に準備作業を進める。
（1）事業実施計画(案）をスポーツ協会に提出（6月18日）→行程表作成（6月末）
（2）交通規制・公園利用の調整を実施（7月末）、周知看板の設置（2月上旬頃）
（3）売店等出店者の調整（10月～1月）
（4）運営業務委託契約の締結（8月中旬頃）
（5）参加者募集（10月上旬頃～1月中旬頃まで）
（6）大会開催（3月2日予定）予算額

※千円 4,054
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％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

令和9年

☆
市内のスポーツ施設でスポーツ観
戦をしたことがある16歳以上の市民
の割合

％
31.1

（令和３年度）
市民意識調査

目標 ― ― ― ― 36

実績 ― ― ― ―

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策２

事業No. 3-2-19 事業名 競技スポーツ大会の開催促進 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
市民がトップレベルのスポーツを見て楽しむとともに、スポーツへの関心を高められるよ
うな大会の開催を促進します。

予算額
※千円

決算額
※千円

― ―

令和５年度
計画

（１）総合運動公園において、関東大学サッカーリーグ戦、関東大学ラグビーリーグ戦、東京新大学野球連盟リーグ
　　 戦等、公式戦の招致に努める。
（２）流通経済大学運動部以外のトップレベルのスポーツ大会等の招致に努める。
　　 茨城県民球団・茨城アストロプラネッツのＢＣリーグ公式戦
　　 プロ野球日本ハムファイターズのイースタンリーグ公式戦

令和５年度
実施内容

（１）総合運動公園における流通経済大学運動部の公式戦開催
　　関東大学サッカーリーグ戦（5試合）、全日本大学サッカー選手権大会（1試合）、
　　関東大学ラグビーリーグ戦（1試合）、東京新大学野球連盟リーグ戦（10試合）、
　　大学野球スプリングフレッシュリーグ（5試合）
（２）トップレベルのスポーツ大会等の開催
　①茨城アストロプラネッツによるＢＣリーグ公式戦（2試合開催）
　　4月8日（土）開催　／　5月7日(日）雨天中止　／　7月17日（月・祝）開催
   　※7月17日龍ケ崎市DAY（龍ケ崎市在住、在勤、在学の方を対象に無料で招待）　来場者：858人
　②プロ野球イースタンリーグ茨城シリーズ
　　9月3日（日）開催　観客数：1,497人

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

これまで流通経済大学運動部による公式戦開催や、高校野球県南予選大会、プロスポーツ（BCリーグ公式戦、プロ
野球イースタン・リーグ）を開催してきたが、令和5年度から新たに第1回大学野球スプリングフレッシュリーグ戦が開
催されるようになった。
今後においても、継続して各団体に対して活発に招致活動を行っていき、ＴＯＫＩＷＡスタジアム龍ケ崎で開催してもら
うよう働きかけていく。

令和６年度
計画

（１）総合運動公園における流通経済大学運動部の公式戦開催
　　 関東大学サッカーリーグ戦、関東大学ラグビーリーグ戦、東京新大学野球連盟リーグ戦、大学野球スプリング
　　フレッシュリーグ等、公式戦の招致に努める。
（２）トップレベルのスポーツ大会等の招致に努める。
　　 茨城県民球団・茨城アストロプラネッツのＢＣリーグ公式戦
　　 プロ野球日本ハムファイターズのイースタンリーグ公式戦予算額

※千円
―
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#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

プロ野球イースタンリーグやプロ野球BCリーグの開催により、多くの来場者が龍ケ崎市を訪れ、交流人口・関係人
口の増加が図れた。
今後においては、さらなるプロスポーツ（茨城ロボッツ・鹿島アントラーズ）と連携を図り、市民デー等を開催し、トップ
レベルのスポーツを見る機会の充実とにぎわいづくりの充実を促進していく。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値

実績

#DIV/0! #DIV/0!

目標

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

実績

目標

― ― ― 32

実績 ― ― ― ―

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
主なスポーツ観戦の方法として、直
接観戦している16歳以上の市民の
割合

％
29

（令和３年度）
市民意識調査

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

―

主な事業

3-3-20 スポーツツーリズムの推進

3-3-21 プロスポーツ等を活用した交流人口の増加

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策３

政策３ スポーツによるにぎわいづくり

施策３ スポーツを基軸とした産学官の連携
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□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

今後においても交流人口、関係人口の増加を見込めるプロ野球イースタンリーグ茨城シリーズを開催し、多くの
来場者に来てもらう必要があるため、より一層広報活動に力を入れていく。
また、スポーツによる地方創生官民連携プラットフォームにおいて、構成自治体と連携してプロ野球イースタン・
リーグ茨城シリーズをはじめ、スポーツツーリズム事業全体に付加価値を高められるような活動を検討の上、展開し
ていく。

令和６年度
計画

（1）スポーツによる地方創生産学官連携プラットフォーム事業の実施
    令和6年度事業計画に基づき、各事業実施に向けて、計画的に進めていく。
 ①プロ野球イースタン・リーグ茨城シリーズ（龍ケ崎市：9月8日、牛久市：9月7日）に合わせて肘検診の開催
 ②産学官連携でのスポーツによる自己実現支援事業（投げる大作戦）の実施
 ③産学官連携事業に関する思考力を養うため、自治体職員の育成を目的とした研修会の開催予算額

※千円 2,105

令和５年度
計画

（1）スポーツによる地方創生産学官連携プラットフォーム事業の実施
    令和5年度事業計画に基づき、各事業実施に向けて、事務局の牛久市・龍ケ崎市で計画的に進めていく。
 ①プロ野球イースタン・リーグ茨城シリーズ（龍ケ崎市：9月3日、牛久市：9月2日）を活用した肘検診の開催
 ②産学官連携でのスポーツによる自己実現支援事業（投げる・踊る大作戦）の実施
 ③産学官連携事業に関する思考力を養うため、自治体職員の育成を目的とした研修会の開催
 ④北海道Ｆ・ビレッジ／北海道×茨城県との人材交流（小学生野球交流）事業

令和５年度
実施内容

（1）スポーツによる地方創生産学官連携プラットフォーム事業の実施
    令和5年度事業計画に基づき、各事業実施に向けて、事務局の牛久市・龍ケ崎市で計画的に進めていく。
 ①プロ野球イースタン・リーグ茨城シリーズ牛久開催（9月2日）に合わせて肘検診を実施した。
 ②産学官連携でのスポーツによる自己実現支援事業放課後PLAYパーク投げる大作戦（6月～9月）を行い、
 プロ野球イースタン・リーグ茨城を活用して成果発表会（始球式・終球式）を実施。
 ③産学官連携事業に関する思考力を養うため、自治体職員の育成を目的とした研修会（長野県野沢温泉村・北海
 道北広島市）を開催。
 ④北海道Ｆ・ビレッジ／北海道×茨城県との人材交流（小学生野球交流）事業については、開催取りやめとなった。

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 
スポーツの参加や観戦を目的として本市を訪れたり、地域資源とスポーツを掛け合わ
せてイベント等を開催し、スポーツツーリズムの推進を図ります。

予算額
※千円

決算額
※千円

1,895 1,895

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策３

事業No. 3-3-20 事業名 スポーツツーリズムの推進 担当課 スポーツ推進課／ まちの魅力創造課
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□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

今後においても交流人口、関係人口の増加を見込めるプロ野球イースタンリーグ茨城シリーズを開催し、多くの来場
者に来てもらう必要があるため、より一層広報活動に力を入れていく。
BCリーグ公式戦についても単に試合を行うだけでなく、今後は流通経済大学スポーツ健康科学部とも連携しながら、
大学のノウハウを活かした場外イベントを実施できるよう調整を行っていく。
今後においては、さらなるプロスポーツ（茨城ロボッツ・鹿島アントラーズ）と連携を図り、市民デー等を開催し、トップ
レベルのスポーツを見る機会の充実とにぎわいづくりの充実を促進していく。

令和６年度
計画

（１）産学官連携によるスポーツイベントの開催（北海道×茨城県プロジェクト）
　①9/8プロ野球イースタン・リーグ茨城シリーズ公式戦（龍ケ崎市・牛久市）の開催
　②場外イベント／賑わいや関係人口の創出に向けた取組を実施
（２）プロスポーツ連携事業（市民デーの開催等）
　①茨城アストロプラネッツBCリーグ公式戦の開催（5/25市民デー、8/2ナイター）
　②茨城ロボッツ公式戦における市民デーの開催（R6.10～R7.3の間に実施）
　③鹿島アントラーズとの協定締結（5/19）・市民デーの開催（10月頃）

予算額
※千円

1,599

令和５年度
計画

（１）プロ野球ＢＣリーグ公式戦（４月８日・５月７日・７月１７日）
（２）プロ野球イースタン・リーグ公式戦茨城シリーズ（９月３日）の招致・開催。
（３）プロ野球イースタン・リーグ公式戦の機会を活用した関係人口の増加を図っていく取組を実施
　①放課後ＰＬＡＹパーク「投げる大作戦」の成果報告の場として活用し、始球式・終球式を開催する。
　②ボールパーク化の面で場外イベントを充実させるため、様々なイベント内容を検討の上、実施していく。

令和５年度
実施内容

（１）プロ野球ＢＣリーグ公式戦
　　4月8日（土）開催　観客動員数：668人
　　5月7日（日）雨天中止
　　7月17日（月・祝）開催　観客動員数：858人
（２）プロ野球イースタン・リーグ公式戦茨城シリーズ
　　9月3日（日）開催（招致による）　観客動員数：1,497人
（３）プロ野球イースタン・リーグ公式戦茨城シリーズの機会を活用した関係人口創出に向けた取組を実施
　①プロ野球イースタン・リーグ公式戦において、放課後ＰＬＡＹパーク「投げる大作戦」の成果発表会（始球式・
　　終球式）を開催。
　②場外イベントとして子どもたちのけが防止のためのスポーツ肘検診の実施、アトラクション（ストラックアウト・
　　スピードガン・ティーバッティング）の実施、試合後のグラウンド開放等、様々なイベントを行った。

進捗状況 事業推進上の課題

事業内容 
大学やプロスポーツ等、産学官との一層の連携・協力により、スポーツツーリズムの推
進と交流人口の増加を目指します。

予算額
※千円

決算額
※千円

1,039 1,031

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策３　施策３

事業No. 3-3-21 事業名 プロスポーツ等を活用した交流人口の増加 担当課 スポーツ推進課／ まちの魅力創造課

30



0 0

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

総合運動公園及び市のスポーツ施設については、空調設備の更新や防球ネットの改修など計画的な改修・修繕を
行ったことにより、利用しやすい施設の充実を図った。今後も計画的な改修・修繕及び備品の更新に努めていく。
また、稼働率は伸びている一方、利用者数は目標達成には至っていない。より多くの方に利用いただくため、広報紙
やＳＮＳの活用をし、周知していく必要がある。
学校体育施設の夜間開放については、空きのある学校体育施設が少なくなるほど盛況であり稼働が良い状態であ
る。しかし新規でスポーツ・運動を行いたい団体が利用しづらくなってきていることから、週当たり１団体が利用できる
回数を減らすなどの検討も必要である。

％ ― 達成度 106 0 0

☆
学校体育施設の夜間貸出割合
【スポーツ推進課】

％ 91
（令和元年度）

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値

91 91

実績 90

#VALUE! #VALUE!

目標 85 88 90

#VALUE! #VALUE!

アリーナ80
屋外施設82

アリーナ80
屋外施設82

実績 アリーナ87.0
屋外施設87.1

0 0

☆

たつのこアリーナ利用者（個人）、
たつのこフィールド・スタジアム・屋
外施設利用者の満足度
【スポーツ推進課】

％
アリーナ79.8
屋外施設81.1
（令和元年度）

目標
アリーナ78

屋外施設79
アリーナ78

屋外施設80
アリーナ79

屋外施設81

％ ― 達成度 90 0 0

☆

総合運動公園のスポーツ施設の延
べ利用者数
（利用者数＋観覧者数）
【スポーツ推進課】

人 348,003
（令和元年度）

％ ― 達成度 アリーナ112
屋外施設111

実績 313,602

目標 350,000 355,000 360,000 370,000 374,000

％ ― 達成度
アリーナ 100
フィールド117
スタジアム94

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆

たつのこアリーナ（メインアリー
ナ）、たつのこフィールド、たつのこ
スタジアムの稼働率
【スポーツ推進課】

％

アリーナ 86
フィールド58
スタジアム33
（令和元年度）

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

アリーナ 81
フィールド60
スタジアム35

アリーナ 83
フィールド61
スタジアム37

アリーナ 85
フィールド62
スタジアム39

アリーナ 86
フィールド63
スタジアム40

アリーナ 86
フィールド63
スタジアム40

実績
アリーナ 81
フィールド70
スタジアム33

主な事業

4-1-22 スポーツ施設の機能・整備の充実

4-1-23 利用しやすい施設運営とサービスの充実

4-1-24 学校体育施設の開放事業の促進

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策１

政策４ スポーツ環境の充実

施策１ スポーツ施設の充実・有効活用
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％ ― 達成度
アリーナ112

屋外施設111 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

令和9年

☆

たつのこアリーナ利用者（個人）、た
つのこフィールド・スタジアム・屋外
施設利用者の満足度
【スポーツ推進課】

％
アリーナ79.8
屋外施設81.1
（令和元年度）

目標
アリーナ78

屋外施設79
アリーナ78

屋外施設80
アリーナ79

屋外施設81
アリーナ80

屋外施設82
アリーナ80

屋外施設82

実績 アリーナ87.0
屋外施設87.1

■　順調
□　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

総合運動公園をはじめとする市のスポーツ施設について、民間活力の活用も考慮しながら、高水準の機能・設備を
備えた施設として充実を図るとともに、計画的な改修、修繕及び備品の更新に努めます。

令和６年度
計画

（１）たつのこアリーナ：温水ヒーター更新工事、ウォータースライダー改修工事
（２）たつのこスタジアム：グラスライン改修工事
（３）屋内施設：網戸設置工事

予算額
※千円 47,537

令和５年度
計画

（１）たつのこアリーナ空調設備更新工事
　　 アリーナ共用部の空調の更新工事を行う。
（２）たつのこアリーナ防火設備改修工事
　　 アリーナの防火設備の改修工事を行う。
（３）たつのこフィールド外周路舗装工事
　 　フィールド外周路の舗装工事を行う。
（４）たつのこスタジアム防球ネット改修工事
　　 スタジアムの防球ネットの改修工事を行う。

令和５年度
実施内容

（１）たつのこアリーナ：空調更新工事、ドアクローザー等修繕工事、次亜塩素酸貯留タンク緊急修繕、プールサイド
　　タイル等緊急修繕、プールポンプ緊急修繕、採暖室壁修繕、プール室壁修繕、真空式温水ヒーター緊急修繕
（２）たつのこフィールド：外周路整備工事、非常用放送設備修繕
（３）たつのこスタジアム：防球ネット改修工事
（４）屋外施設：北文間体育館床修繕

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

事業内容 
総合運動公園をはじめとする市のスポーツ施設について、民間活力も活用しながら、利
用しやすい機能・設備を備えた施設の充実を図るとともに、計画的な改修・修繕及び備
品の更新に努めます。

予算額
※千円

決算額
※千円

272,335 251,879

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策１

事業No. 4-1-22 事業名 スポーツ施設の機能・整備の充実 担当課 スポーツ推進課
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90 0 0 0 0

313,602

350,000 355,000 360,000 370,000 374,000

☆

総合運動公園のスポーツ施設の延
べ利用者数
（利用者数＋観覧者数）
【スポーツ推進課】

人 348,003
（令和元年度）

目標

実績

％ ― 達成度

％ ― 達成度
アリーナ 100
フィールド117
スタジアム94

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

令和9年

☆

たつのこアリーナ（メインアリーナ）、
たつのこフィールド、たつのこスタジ
アムの稼働率
【スポーツ推進課】

％

アリーナ 86
フィールド58
スタジアム33
（令和元年度）

目標
アリーナ 81
フィールド60
スタジアム35

アリーナ 83
フィールド61
スタジアム37

アリーナ 85
フィールド62
スタジアム39

アリーナ 86
フィールド63
スタジアム40

アリーナ 86
フィールド63
スタジアム40

実績
アリーナ 81
フィールド70
スタジアム33

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

稼働率は伸びている一方、利用者が目標達成していないことから、より多くの方に利用いただくため、広報誌やＳＮＳ
の活用をし、周知していく必要がある。

令和６年度
計画

（１）指定管理者との定例会の開催
　　 月次報告書を提出の上、毎月１回、指定管理者と定例会を開催し、利用等についての意見交換を行う。
（２）指定管理者選定委員会による事業評価
　　 事業評価シートに基づき、事業の点検・評価を行い運営の改善等を行う。予算額

※千円
─

令和５年度
計画

（１）指定管理者との定例会の開催
　　 月次報告書を提出の上、毎月１回、指定管理者と定例会を開催し、利用等についての意見交換を行う。
（２）指定管理者選定委員会による事業評価
　　 事業評価シートに基づき、事業の点検・評価を行い運営の改善等を行う。
（３）コロナ禍における利用率の向上
　　 コロナ禍により離れていってしまった利用者を呼び戻すような取り組みを行う。

令和５年度
実施内容

（１）指定管理者との定例会の開催
　　月次報告書を提出の上、毎月１回、指定管理者と定例会を開催し、利用等についての意見を交換を行なった。
（２）指定管理者選定員会による事業評価
　　事業評価シートに基づき、事業の点検・評価を行い運営の改善等を行なった。
（３）コロナ禍における利用率の向上
　　コロナ禍により離れていってしまった利用者を呼び戻すような取り組みを行なった。

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

事業内容 
指定管理者と連携を図りながら、利用者の視点に立った利用しやすい施設運営とサー
ビスの充実に努めます。

予算額
※千円

決算額
※千円

─ ─

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策１

事業No. 4-1-23 事業名 利用しやすい施設運営とサービスの充実 担当課 スポーツ推進課
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％ ― 達成度 106 0 0 0 0

令和9年

☆
学校体育施設の夜間貸出割合
【スポーツ推進課】

％ 91
（令和元年度）

目標 85 88 90 91 91

実績 90

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

継続して利用する団体も多く、体育施設に限りがあるため、新たに利用したい団体が借りにくい状態となっている。今
後も学校の統廃合が予定されており、利用できる体育施設の減少が見込まれるため、多くの市民が利用できるよう、
１団体が利用できる回数を減らすなどの方法を検討していく必要がある。

令和６年度
計画

学校と連携を図りながら、今後も多くの市民の方が利用できるよう学校体育施設の夜間開放事業を推進する。

予算額
※千円 20

令和５年度
計画

学校と連携を図りながら、多くの市民の方が利用できるよう学校体育施設の夜間開放事業を推進する。

令和５年度
実施内容

利用実績
　90団体（小学校11校・中学校5校）

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

事業内容 
学校と連携を図りながら、施設面や利用方法の見直しを進めるなど、市民が身近な場
所でスポーツに親しめる場となるよう夜間開放を実施します。

予算額
※千円

決算額
※千円

20 12

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策１

事業No. 4-1-24 事業名 学校体育施設の開放事業の促進 担当課 スポーツ推進課
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主な事業

4-2-25 障がい者スポーツの推進・環境整備

4-2-26 女性のスポーツ実施率の向上

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策２

政策４ スポーツ環境の充実

施策２ スポーツを通じた共生社会の推進

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
総合運動公園のスポーツ施設の延
べ利用者数（障がい者）
【スポーツ推進課】

人 4,231
（令和元年度）

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 83 0 0 0 0

3,500 3,800 4,000 4,300 4,450

実績 2,919

―

目標 ― ― ― ― 15

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

実績 ― ― ―
％

10
（令和３年度）
市民意識調査

― ―

#VALUE! 0

目標 ― ― ―

#VALUE! #VALUE!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

既存施設の点検及び利用者の意見を聴取しながら、施設の改善・改修を行ったが、和式便器から洋式便器への切
り替えが行えなかったことから、今後も施設の改修については、計画的に進めていく必要がある。
市民スポーツ・レクリエーションまつりにおいては、年齢・体力・性別を問わず誰もが楽しめるニュースポーツを体験
できる機会を提供し、障がい者スポーツの理解と普及が図れた。
また、教室参加の際に子どもを預け入れる施設も継続して運営・管理し、女性が安心してスポーツを行いやすい環
境が提供できている。

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE!

☆
週１回以上のスポーツや運動をし
ている16歳以上の市民（女性）の
割合

％
48.9

（令和３年度）
市民意識調査

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値 ☆

運動やスポーツ活動のボランティ
ア活動に参加したことがある16歳
以上の市民の割合

― 70
（国の目標値）

実績 ― ―
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#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

― ― ― ―

― ― ― ― 15

☆
運動やスポーツ活動のボランティア
活動に参加したことがある16歳以上
の市民の割合

％
10

（令和３年度）
市民意識調査

目標

実績

％ ― 達成度

％ ― 達成度 83 0 0 0 0

令和9年

☆
総合運動公園のスポーツ施設の延
べ利用者数（障がい者）
【スポーツ推進課】

人 4,231
（令和元年度）

目標 3,500 3,800 4,000 4,300 4,450

実績 2,919

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策２

事業No. 4-2-25 事業名 障がい者スポーツの推進・環境整備 担当課 スポーツ推進課／障がい福祉課

事業内容 

・障がい者スポーツ大会への参加支援やイベントでの障がい者スポーツの体験会の実
施など、スポーツを通じた障がい者の交流機会の確保と市民の障がい者スポーツへの
理解を深める取組を推進します。
・積極的なスポーツ施設の開放やバリアフリー化など障がい者の利用に配慮した施設
運営に努めます。
・流通経済大学やスポーツ団体等と連携を図りながら、スポーツイベント等のスポーツ
ボランティア活動を推進します。

予算額
※千円

決算額
※千円

84 79

令和５年度
計画

【スポーツ推進課】
既存施設の点検及び利用者の意見等を聴取しながら、障がい者だけではなく高齢者等、誰もが利用しやすい施設と
なるよう適宜改善を図る。また、和式便器から洋式便器への切り替えを検討していく。
スポーツ・レクリエーションまつり等において、年齢・体力・性別を問わず誰もが楽しめるニュースポーツを体験できる
機会を提供し、障がい者スポーツの理解と普及を図る。

【障がい福祉課】
・茨城県障害者スポーツ大会　5月14日、20日、27日、28日　笠松運動公園、大学ボウル水戸店
・地域身体障害者スポーツ大会（主催：取手市）　9月30日　取手グリーンスポーツセンター　体育館

令和５年度
実施内容

【スポーツ推進課】
既存施設の点検及び利用者の意見等を聴取しながら、障がい者だけではなく高齢者等、誰もが利用しやすい施設と
なるよう適宜改善を図った。
スポーツ・レクリエーションまつり等において、年齢・体力・性別を問わず誰もが楽しめるニュースポーツを体験できる
機会を提供し、障がい者スポーツの理解と普及を図った。

【障がい福祉課】
・茨城県障害者スポーツ大会
　5月14日（日）、20日（土）、27日（土）、28日（日）開催
　場所：笠松運動公園、大学ボウル水戸店
　市内からの参加者数：13人
・地域身体障害者スポーツ大会（主催：取手市）
　9月30日（金）開催
　場所：取手グリーンスポーツセンター　体育館
　市内からの参加者数：19人

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

【スポーツ推進課】
既存施設の点検及び利用者の意見等を聴取しながら、修繕や改修等を行った。和式便器から洋式便器への変更は
行えなかったことから、今後も施設の改修については計画的に進めていく必要がある。

【障がい福祉課】
地域身体障害者スポーツ大会の出場者の付き添いは、概ね家族であるため、ボランティアにも参加してもらえるよう
にする。

令和６年度
計画

【スポーツ推進課】
既存施設の点検及び利用者の意見等を聴取しながら、障がい者だけではなく高齢者等、誰もが利用しやすい施設と
なるよう適宜改善を図る。また、和式便器から洋式便器への切り替えを検討していく。
スポーツ・レクリエーションまつり等において、年齢・体力・性別を問わず誰もが楽しめるニュースポーツを体験できる
機会を提供し、障がい者スポーツの理解と普及を図る。

【障がい福祉課】
・茨城県障害者スポーツ大会
　個人：5月11日、12日、18日、19日、25日、26日
　団体：9月7日、8日、21日、22日　笠松運動公園、大学ボウル水戸店
・地域身体障害者スポーツ大会（主催：つくばみらい市）
　9月28日　取手グリーンスポーツセンター　体育館予算額

※千円 60
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％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

令和9年

☆
週１回以上のスポーツや運動をして
いる16歳以上の市民（女性）の割合

％
48.9

（令和３年度）
市民意識調査

目標 ― ― ― ― 70
（国の目標値）

実績 ― ― ― ―

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策２

事業No. 4-2-26 事業名 女性のスポーツ実施率の向上 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
女性のスポーツ実施意欲を向上させる取組や女性がスポーツを実施しやすい環境整
備に努めます。

予算額
※千円

決算額
※千円

― ―

令和５年度
計画

指定管理者での自主事業として、ストレッチやヨガに加え、新規事業として踏み台体操・メガダンスを取り入れる。
また、教室に参加している際に、子どもを預け入れる施設も継続し管理を行う。

令和５年度
実施内容

自主事業：ストレッチ、ヨガ、踏み台体操、メガダンスを実施した。
たつのこアリーナの施設利用者向けに幼児体育室を設置し、スポーツを実施しにくい子育て世代の健康増進の環境
整備に寄与した。

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

自主事業であるストレッチ、ヨガ、踏み台体操、メガダンス等で、女性がスポーツを行いやすい環境を提供できた。ま
た、スポーツ教室の女性参加率が高く、特に高齢女性のスポーツ実施意欲は高いと感じる。反対に男性の教室参加
率が低いことから男女ともに参加できるような教室の検討が必要である。

令和６年度
計画

たつのこアリーナ等の指定管理者が行うスポーツ教室は、女性の利用が多いため、参加者の動向を見ながら内容の
充実を図る。
たつのこアリーナの施設利用者向けに幼児体育室を設置し、スポーツを実施しにくい子育て世代の健康増進の環境
整備を継続して行う。予算額

※千円
―
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主な事業

4-3-27 スポーツ施設・教室・大会等に関する情報提供の充実

4-3-28 スポーツ団体に関する情報提供の推進

令和５年度 第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策３

政策４ スポーツ環境の充実

施策３ スポーツに関する情報提供の充実

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年

☆
スポーツの情報提供に満足してい
る16歳以上の市民の割合

％
14.8

（令和３年度）
市民意識調査

目標

種別 指標名 単位 ベース値 数値

％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

― ― ― ― 20

実績 ― ― ― ―

目標

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

実績

#DIV/0! #DIV/0!

目標

#DIV/0! #DIV/0!

進捗状況 評価事項

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

広報紙やインターネットに加え、様々な媒体を活用したイベント等の周知も必須だが、年代ごとに使用するSNSが異
なるため、それぞれのニーズに合った情報を選び掲載していく必要がある。

％ ― 達成度 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

☆

目標数値
  ☆単年度
  ★累積目標値 ☆

実績

38



％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

令和9年

☆
スポーツの情報提供に満足してい
る16歳以上の市民の割合

％
14.8

（令和３年度）
市民意識調査

目標 ― ― ― ― 20

実績 ― ― ― ―

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策３

事業No. 4-3-27 事業名 スポーツ施設・教室・大会等に関する情報提供の充実 担当課 スポーツ推進課

事業内容 

市のスポーツ施設の利用案内や指定管理等が行うスポーツ教室・イベント等の情報を
提供するとともに、気軽にできる健康・体力づくりなどの情報を提供します。また、情報
提供に当たっては、イベント等の特性や各年代に応じた発信方法を検討し、より効果的
な情報発信に努めます。

予算額
※千円

決算額
※千円

― ―

令和５年度
計画

（１）広報紙「りゅうほー」による情報提供
　　月２回発行する広報紙に施設情報やスポーツイベント・教室等を掲載
（２）ホームページやSNSによる情報提供
　　イベントやスポーツ教室等の詳細な案内を臨機応変に提供
（３）総合運動公園内スポーツ施設の掲示板等の活用
　　総合運動公園内施設の掲示板等へ、スポーツイベント・教室等のスポーツ関連情報の掲載

令和５年度
実施内容

（１）広報紙「りゅうほー」による情報提供
　　月２回発行する広報紙に施設情報やスポーツイベント・教室等を掲載し、利用者への周知を行った。
（２）ホームページやSNSによる情報提供
　　たつのこまちづくりパートナーズによるSNSを活用したイベントや教室等の紹介なども定期的に行った。
（３）総合運動公園内スポーツ施設の掲示板等の活用
　　スポーツ活動拠点である総合運動公園内施設の掲示板を活用し、スポーツイベント・教室等のスポーツ関連情報
　　を掲載した。

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

■　順調
□　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

年代ごとに使用するSNSが異なるため、それぞれのニーズに合った情報を選び掲載していく必要がある。

令和６年度
計画

（１）広報紙「りゅうほー」による情報提供
　　月２回発行する広報紙に施設情報やスポーツイベント・教室等を掲載
（２）ホームページやSNSによる情報提供
　　イベントやスポーツ教室等の詳細な案内を臨機応変に提供
（３）総合運動公園内スポーツ施設の掲示板等の活用
　　総合運動公園内施設の掲示板等へ、スポーツイベント・教室等のスポーツ関連情報の掲載予算額

※千円
―
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％ ― 達成度 #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! 0

令和9年

☆
スポーツの情報提供に満足してい
る16歳以上の市民の割合

％
14.8

（令和３年度）
市民意識調査

目標 ― ― ― ― 20

実績 ― ― ― ―

　　　　　　　　第３次スポーツ推進計画　進捗管理シート 政策４　施策３

事業No. 4-3-28 事業名 スポーツ団体に関する情報提供の推進 担当課 スポーツ推進課

事業内容 
スポーツ協会、スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等の魅力や活動内容など、
スポーツ団体の幅広い情報提供に努めます。

予算額
※千円

決算額
※千円

― ―

令和５年度
計画

広報紙「りゅうほー」やホームページを活用し、総合型地域スポーツクラブやスポーツ協会、スポーツ少年団等の魅力
や活動内容等を掲載し、市内スポーツ団体の活動内容の周知や情報提供を行う。

令和５年度
実施内容

広報紙「りゅうほー」やホームページを活用し、総合型地域スポーツクラブやスポーツ協会、スポーツ少年団等の魅力
や活動内容等を掲載し、市内スポーツ団体の活動内容の周知や情報提供を行った。

進捗状況 事業推進上の課題

目標数値
  ☆単年度

★累積目標値

種別 指標名 単位 ベース値 数値 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

□　順調
■　概ね順調
□　遅れている
□　見直しが必要
※当てはまる事項に ■

今後も、広報紙「りゅうほー」やホームページに加え様々な媒体を活用し、総合型地域スポーツクラブやスポーツ協
会、スポーツ少年団等の魅力や活動内容等を掲載し、各団体が行う事業への参加や加入促進を図っていく必要があ
る。

令和６年度
計画 広報紙「りゅうほー」やホームページを活用し、総合型地域スポーツクラブやスポーツ協会、スポーツ少年団等の魅力

や活動内容等を掲載し、市内スポーツ団体の活動内容の周知や情報提供を行う。

予算額
※千円

―
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「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」推進事業について



1

本事業は、「スポーツクライミング」をまちづくりの柱の一つに掲げ、スポーツ振興に留まらず、交流人口の増加や産業振興、
教育、福祉など、多岐にわたって、まちづくりの推進につなげ、本市の持続的な発展につなげていく事業です。

本事業実施の背景と目的

背景

2023年1月から2027年3月までを計画期間とする「第2期龍ケ崎市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」（龍ケ崎みらい創造ビジョン
for2030包括）の基本目標に「龍ケ崎ににぎわいを生み、住みたい・
行きたいまちづくり」を掲げ、本市とゆかりのあるオリンピアンとの連携
やスポーツを基軸とした産学官連携など、「スポーツによるにぎわいづく
り」に取り組むことを位置付けている。

2018年に、初心者用ボルダリング壁を「ニューライフアリーナ龍ケ崎サブ
アリーナ」に設置。また、2021年には、東京オリンピックで龍ケ崎ふるさと
大使である野口啓代さんが日本人初の銅メダリストとなり、スポーツクラ
イミングの認知度及び人気が一躍上昇した。

2022年に、国内トップクライマーによるスポーツクライミング大会、 2023
年に、野口啓代さんと楢崎智亜さんのスポーツクライミング体験教室が
開催され、市内でスポーツクライミングに対する機運が高まっている。また、
2024年に開催されるパリオリンピックには、楢崎智亜さんの出場が内定
しており、パブリックビューイング等の応援事業を展開することにより、さら
なる機運の高まりが期待される。

目的

市民のスポーツクライミングに対する機運の高まりを絶好の好機と捉え、
「スポーツクライミングのまち」として、 スポーツクライミングの魅力を活かし
た施策展開を図り 、本市の認知度を高め、市外から若者世代を中
心とした人を呼び込むとともに、周辺産業の創出を図るなど、市全体
への経済波及効果をもたらすことで、龍ケ崎市が“選ばれるまち”として
の持続的な発展につなげる。

スポーツクライミング
の振興

まちづくりへのつながりを生み出す
スポーツクライミング×○○

まちづくりを推進する
スポーツクライミング×○○
（2027年度以降）

イベント開催

健康

福祉 コミュニティ

・・・
産業振興

教育 ・・・

賑わい創出

基本構想

観光

初年度は、基本構想
策定とプロモーションイベントの

実施を目指す



2

中長期の視点で、政策横断的に、持続可能なカタチで「スポーツクライミングのまち龍
ケ崎」に実現に向けた取組を推進します。

「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」のイメージ

トップクライマー
育成プロジェクト

龍ケ崎市ブランディング
プロジェクト

産業振興プロジェクト

資金調達プロジェクト

市内外でクライミングのイベントや大会を企画・運営、誘致することで、多様
な関わりを持つ市外の人々（関係人口）を創出するとともに、クライミング
×食などのコンテンツを掛け合わせた多様な賑わいを創出する。

市内外のスポーツクライマーに対してトップクラスのクライミング教育・指導を行
うことで、次世代のスポーツクライマーを育成・輩出する

「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」として、市内外における龍ケ崎市の認知
度・ブランドを高めるため、シティプロモーション事業（PR、大会・イベント誘
致等）を推進する

スポーツクライマーや市内外の事業者と連携して、新たなビジネス機会の創
出や産業振興を図る

事業手法の見直し等も視野に入れながら、企業版ふるさと納税制度やクラ
ウドファンディング等を活用して、市財源のみに頼らない財源確保を目指す

スポーツクライミングのまち

まちづくりプロジェクトの立ち上げ・推進

期待される成果

移住者・活動拠点創出
プロジェクト

クライミング愛好者やアスリートを志す若者が利用できるクライミング施設、宿
泊環境を整備し、スポーツ交流人口をメインに市内の来訪者・移住者増加
に繋げる。

賑わい及び関係人口
創出プロジェクト

イメージとなります。具体的な取組内容等は基本構想の計画段階で検討します。



3

「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」実現に向け市民、関係団体等の連携・協働体制
の構築が重要

「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」事業推進イメージ

スポーツクライミングのまち龍ケ崎
基本構想策定審議会

プロジェクト企画・推進

市内スポーツ
競技団体

市内スポーツ
施設管理者 教育機関 医療機関/

介護施設
イベント
事業者

プロモーション
事業者

スポーツ科学
研究機関

ICT関連
事業者

旅行関連
事業者

各プロジェクトに必要なプレイヤーをコーディネートし、市・市民・関係団体等が一体となり、まちづくりプロジェクトを推進する

スポーツクライミングのまち龍ケ崎
推進体制

意見

関係人口創出の施
策として、市内外で
クライミングイベント等
を企画・運営
大会を起点に、クラ
イミング × 食等のコ
ンテンツを掛け合わ
せた多様な賑わいを
実現
SNSをはじめ、各種
媒体を活用し効果
的な集客を実現

市内の小中高生の
クライミングへの関心
を高め、競技参加の
促進や学校との連
携施策を展開
国内外のスポーツクラ
イマーやコーチ等を招
聘しスクールや合宿
を通じ、次世代の
トップクライマー育成
を展開

「クライミングのまち」と
してのシティプロモー
ション用コンテンツの
作成、マスメディアを
活用したPRを実施
スポーツクライミング関
連の大会・イベントの
誘致・開催等の積
極的なPRにより、国
内外に対する龍ケ崎
市の認知度・ブランド
向上に寄与

スポーツクライマーと市
内外の事業者の連
携促進による、新た
なビジネス機会の創
出支援等を展開。
（トレーニングウェア・
シューズ等の企画、
フィットネスプログラムの
創出等）

施設を整備する場
合には、PFI導入によ
る中長期的かつ自
由度の高い運営によ
る持続可能な資金
及び体制の確保
また、企業版ふるさと
納税制度、クラウド
ファンディング等、資
金調達を実現するた
めの企画及び運営

※市・関係団体・市民の協働体制

賑わい及び関係人口
創出プロジェクト

トップクライマー
育成プロジェクト

龍ケ崎市ブランディング
プロジェクト

産業振興
プロジェクト

資金調達
プロジェクト

教育・
スポーツ

広報
財政産業

移住者・活動拠点
創出プロジェクト

移住・
拠点

交流
人口

クライミング愛好者から
アスリートを志す若者
が利用できるクライミン
グ施設、宿泊環境を
整備
クライミング目的の来
訪者と市民との交流
を促進することで、ス
ポーツ交流人口の増
加や移住定住の促
進に繋げる。

スポーツクライミングのまち龍ケ崎
基本構想

・事例調査
・推進体制
・取組素案
・機運醸成

イメージとなります。具体的な取組内容等は基本構想の計画段階で検討します。
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